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本学の先生方による授業改善の
実践例を紹介します
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Column3

学びの共同体とは、一定のテーマについて学習するために形成さ
れ、活動する集団のこと。通常、学ぶ側と教える側の２者で構成さ
れ、一定の時間、空間、参加者、学習のテーマなどが共有されます。

学びの共同体とは？ 本学での学びの共同体を分類すると…

学びの共同体の活動が活発になると学習成果が高まり、その結果、
参加者一人ひとりの学びが深化すると考えられます。

学びの共同体が機能すると…

小学校・中学校・高等学校においては学びの共同体はホームルー
ムを基盤に形作られますが、大学では科目ごとに別々の共同体が
立ち上がると考えられます。

大学における学びの共同体とは？

学びの共同体のあり方を決定するのは次の３つ：
１）授業形態、つまり演習か実習か講義か
２）参加者の規模
３）学び合おうとする心構え

学びの共同体のあり方は？

ホームルームを核として学びの共同体がかたちづくられる小学
校・中学校・高等学校と違い、大学では1人の学生が履修した授業
の数だけ学びの共同体を渡り歩くことになります。

＊大学生は数多くの学びの共同体を渡り歩く
本学では、これまでの実践経験から、上図のように授業規模が小さいほど、受講生は互いに知
り合うことを通じて共同体と自分との関係を意識しやすくなり、その分学びの共同体が機能し
やすくなると考えています。

＊学びの共同体と授業規模の関係は？

小さな共同体

中くらいの共同体

大きな共同体

｛

｛小規模講義授業

中規模講義授業

｛大規模講義授業

語学授業 実習授業

初年次ゼミ 専門ゼミ
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【授業規模と外化・評価の関係】

Column3

評価には次の２つがあります

授業の節目ごとに受講生個人の学習の進捗状況を評価すること。
小テスト、毎授業のミニレポート、中間プレゼンなどがこれにあた
る。受講生にとっては当該期間までの学習の進捗度を把握する機
会となる。教員は、受講生の進捗度に合わせ、その後の授業の進行
速度や内容を検討する際に役立てることができる。

【形成的評価】

学期の最後に受講生個人の学習成果を評価すること。受講生は、
次の学習活動において、当該科目で自らが学んだ内容と度合を他
者に説明できるようになる。教員の場合、次の科目設計の際に役立
てることができる。

アクティブラーニングの手法と形成的評価を有機的に組み合わせ
ることで、安定した学びの共同体づくりをはかることができます。

【総括的評価】

一般に、アクティブラーニングの手法や頻度の高い形成的評価
は、小さな共同体で取り入れやすくなります。頻度の高い形成的
評価は、学びの共同体を安定させ、アクティブラーニングの効果
を高めるのに役立ちます。

＊授業規模と評価方法
社会科学系学部など、大講義科目が多い学部では、学生は大きな「学びの共同体」を渡り歩くことを中心に
学習を進めます。P.17でみたように、大きな「学びの共同体」には特有の困難があります。このような学部
では、その分、ゼミや語学など小さな共同体で活発に活動することが期待されています。これらの小さな「学
びの共同体」を形成する授業を担当する際には、この点に注意が必要です。

＊大規模授業の多い学部での注意点

小さな共同体

中くらいの共同体

大きな共同体

外化は評価と深く結びついています。外化され
たものこそが評価対象となるからです。

【
形
成
的
評
価
】

【
総
括
的
評
価
】

プレゼン

ミニレポート
小テスト

ミニレポート

期末試験

期末試験

期末試験

グループワーク発表
小テスト

ミニレポート
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目標の達成を目指し、複数の人が個々の能力を発揮して協力しあえる組織づくりのための

チームビルディング
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
円
滑
に
進
行
す
る  

ツ
ー
ル
紹
介

Tips 2

共通点グランドスラム
一体感が形成される
親近感が生まれる

（所要時間20分）01

ペーパータワー
リーダーシップやコミュニケーションについて学ぶ

（所要時間20分）04情報カードゲーム
リーダーシップやコミュニケーションについて学ぶ

（所要時間90分）03

ニックネーム付け
共同体意識が醸成される

（所要時間20分）02

POINT 制限時間を設けて、グループ対抗にすることも可能です。グルー
プで課題に取り組む場合の導入に有効です。

実施例 AO入試生向けガイダンス（経済学部）

1グループにＡ４用紙を１枚配布。（2分）
2グループメンバーで情報を出し合いながらお互
いの共通点を探し、紙に書き出す。全員出揃った
ら終了。（10分）

3グループで出た共通点を全体で共有。（8分） POINT 本名を通じた人間関係を持ち込まないという効果もあります。な
お、ニックネームを決めるときは、安直に決めてしまわないよう周囲も納
得すること。後で嫌な気持ちにならないよう、最終的に本人が納得する
ことが大切です。

実施例 キャリア･Re-デザイン （キャリア形成支援教育科目）

1グループで話し合いながらお互いのニックネー
ムを付ける。（15分）

2付けたニックネームを共有。（5分）

POINT 課題解決に至るプロセスをふりかえることで、グループ中での自分のふるまいや、他者と協働する際のポイントな
ど、さまざまな気づきを引き出せます。

実施例 プレップセミナー（法学部）

15～6人のグループをつくり、ルールとねらいの説明。（10分）
21グループあたり20～30枚の情報カードを配布する。
　トランプを配る要領で、均等にすべて配り分ける。（2分）
3各自が持っている情報を口頭で伝え、話し合いながら、チームで

地図の作成や与えられた課題の答えをグループで出す。（30分）
4各グループの結果発表と正解発表。（5分）
5グループでのふりかえり。（13分）
6全員で共有。（15分）

POINT チームで作戦を考えながら取り組みます。課題解決に至るプロセ
スをふりかえることで、グループ中での自分のふるまいや、他者と協働す
る際のポイントなど、さまざまな気づきを引き出せます。

実施例 学生ファシリテータ研修 （F工房主催）

1ルール説明、Ａ４用紙など比較的シンプルな素
材を配布。（2分）

2グループの創意工夫をもとに、できる限り高く、
安定したタワーをつくる。（8分）

3グループでふりかえり、全体で共有。（10分）
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偶発性あるいは特性によって複数の人を効率的に分けるための

多数の人々の同時コミュニケーションを行うのに適したツール

グループ分け

その他

ランキングゲーム
ランダムにグループを分ける

（所要時間15分）01

ワールドカフェ
考えを深め合う

（所要時間60分）01

人間マトリックス
興味･関心･属性･テーマに応じてグループを分ける

（所要時間15分）02

F工房スタッフより

　F工房が作成した『キャンパスで使える！アイスブレイク集』にその他、さまざまなアイスブレイク
が掲載されています。F工房webページにて閲覧可能です。

URLはコチラ　
http://www.kyoto-su.ac.jp/features/f/action/book.html

　授業や課外活動、イベントで工夫されているポイントなど、たくさんの事例を随時募集しています。
先生方の取り組みを共有させていただきたいので、感想や新しいツールなどがあればF工房までご
紹介ください。

POINT 並ぶ際に会話を禁止し、ジェスチャーのみで情報を伝え合う方法もあります。

実施例 学生FDスタッフ燦メンバーへの研修 （F工房が実施）

1ランキングができるテーマを掲示し、全員で情報共有しながら順
に並ぶ。(テーマ例：学生証番号、誕生日、名前の五十音、通学にか
かる時間など)（10分）

2分けたいグループ数に応じた番号を順番にふり、グループ
分けを行う。（5分）

POINT ２回の質問を投げかけ、全体を４つのグループに分ける方法です。「山派？海
派？」「今日、朝ごはんを食べましたか？Ｙｅｓ？Ｎｏ？」などの２択の質問をお勧めしま
すが、どのような質問でも可能です。

実施例 ファシリテーション研究会、ファシリテータ研修会 （F工房主催）

1教室の床に縦･横の座標軸があると見立てて、質問を投げかけ、縦
軸を中心に左右に分ける。（5分）

2違う質問を投げかけ、横軸を中心に前後に分ける。（5分）
3４等分できたら、分けたいグループ数に応じた番号を順番
にふり、グループ分けを行う。（5分）

POINT テーブルに模造紙を広げて議論のメモを残すと効果も高まります。グループ内で結論を
出す必要はありません。また、全体でのまとめも必ずしも必要ではありませんが、各グループの共通点についてコメントすることは有効です。

実施例 クラブリーダー研修会 （志学会執行委員会主催）

1４～５人グループを作りテーブルを囲み、与えられたテーマ
について対話。（12分）

2各テーブル１人（オーナー）を残して、全員が他のテーブルに
移動。（３分）

3各テーブルで行われていた対話を続ける。（10分）
4何回か繰り返し、最後は元のテーブルに戻る。（10分×○回）
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